


各院所の2010年度の活動のふりかえり・1頁からのつづき
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●診療所、居宅支援、通所リハビリ、デイサービス庵
ともに「その方らしく在宅で過ごしていける支
援」に取り組んできました。
　往診管理件数は増えており、在宅療養支援診療所とし
ての認知が進んでいると考えられます。また、外来では、
患者様を増やしていくために、通院患者様の傾向やご意
向、ご意見を把握し、接遇や業務の改善点を見出してい
こうと外来アンケートを実施しました。デイサービス庵は
開設から一年経過。通所リハビリでは「きらきらリハビリ
通信」を発行、季節の行事は庵、通所リハビリ合同で取り
組むなどして活動しています。
　また、12月には診療所にて「名南診療所健康まつり」
を開催。200名以上のご参加があり、たいへん盛況でした。

●2010 年度は「健診活動の強化」とリニューア
ルに向けて「地域と共に歩む」を目標として取
り組みました。
　健診は 650名・大腸がん検診は 700名以上の方が受け
られ「早期発見」「早期治療」の意識を高めると共に地域
の方の健康管理に役立てることができました。友の会役員
と共同で行う訪問行動も活発になり、年間目標の 36回も
達成し、世話人も増え訪問にての対話の大切さを再認識し
ました。昨年度からの始めた健康講座も 2回開催し多くの
参加がありました。外来行動として「介護なんでも相談」
を毎週開催し、気軽に相談できる窓口として定着してきま
した。
　リニューアルに向けては 9月～ 2月の約半年に渡り建設
委員会を定期開催し、友の会役員と共に討議を重ね、地
域に根ざした医療・介護の発展に希望を持ち、成功を目
指します。

①利用者様、ご家族の生活
や人権を尊重し、在宅生
活支援の活動をおこない
ました。
②日常の在宅生活支援のなかで、医療機関、施設、事業所、
いきいき支援センター等との連携に努めました。
③３事業所（訪問看護ステーション、ヘルパーステーション、
居宅介護支援事業所）ともに情報の共有、サービスの質の
向上が図られるよう定期的な会議の実施、学習会、外部研
修会へ参加しました。

●認知症ケアについて質を高める努力
　～認知症ケアチーム立ち上げ
　かたらいの里では入所者様の気持ちにより添うケアの実
践や昨年に引き続き認知症ケアについて質を高めるよう努
力してきました。今年度は終末期を老健で希望される入所
者様、ご家族様が増え、その気持ちに応えるべくターミナ
ルケアに注力し、利用者様には最期まで自分らしく過ごし
て頂けるように努力してきました。認知症専門棟ではなじ
みの関係の強化をし、認知症の入所者様が安心して療養
できるようにしてきました。また、名南ふれあい病院、き
ずなの職員とともに認知症ケアチームを立ち上げ、認知症
のケア・リハビリを学習し、実践してきました。今後も地
域の要求に応えられるようにケアやリハビリの技術の向上
をすることで質の高いサービスの提供を実現したいと思い
ます。認知症ケアを充実させることは要介護者の人権を守
るケアの追求となり、それはすべてのケアの質の向上に繋
がるため力を入れていきます。
　通所リハビリでは介護予防の取り組みで、利用者様が日
常の生活に必要な心身の状態を維持できてきたと思いま
す。介護予防は利用者様が「生活の質」を損なわないた
めにも必要な対策と考え、今後も継続してリハビリテーショ
ンの強化をし、住み慣れた地域での生活を支援していきた
いと思います。
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大腸がん検診、乳がん検診に加え、特定健診（社員・友の会健診）、胃
がん検診、前立腺がん検診を重点にとりくみました。友の会の各地域
支部、各事業所と合同の「名南会健診委員会」を中心にしたとりくみ
は３年目を迎え、班会学習、外来行動や地域訪問行動など、地域にひ
ろげる健診運動として今年度も大きく前進しました。大腸がん検診は
ほぼ前年実績を確保し、乳がん検診は３年連続で1000件を超過しま
した。

“名南会協同基金は、差額ベッドのない病院・よりよい病院、施設を支える
大切な力”と職員、共同組織の共同で、外来や病棟での訴え・地域訪問行動
などにとりくみました。今年度は、「楽しく資金参加・こつこつ貯める」と積
立通帳づくりを重点にひろげました。結果１年間で107名の協力者が増え、
現在342名の方が「積立通帳」にご協力いただいています。

各地域で班づくりに目標をもってとりくみました。特に、まだ班がない地域
での班づくりのため、その地域での懇談会を企画するなどの取り組みによ
り、今年度５つの班が新たに活動をはじめました。（囲碁教室班、ちぎり絵
教室班、昭和区健康サロン
班、豊田班、鳴丘班）

私たちは何よりも「いのち」を大切に
し、「貧困」など困難が広がる地域に
寄り添い、誰もが医療を受ける権利
（生存権・受療権）を守ります。くら
しと景気を反映して国民健康保険を
めぐる深刻な事態が進行しています。
「（名古屋市）国保改善署名」を中心
に取り組みをすすめました。
また、「南区国保料などの減免をすす
める会」に参加し、７月には南区役所
に対して保険料減免の集団申請と交
渉を行いました。

平和憲法を守る取り組みは、いのちを
守る活動をしている私たちの最も重
要な取り組みです。今年も６月平和行
進と８月原水禁世界大会、３月ビキニ
デーなどに多くの青年職員を派遣し
ました。また、５月「ニューヨーク・
NPT再検討会議」には２名の法人代
表を派遣しました。

大腸がん検診についてみんなで学習し、
「みんなで受け、まわりにひろげよう」
と瑞穂・苗代班

班ができるまで
２回の地域懇談会を
開催した豊田地域

新しい班会のようす

健康友の会毎年恒例、
大須演芸場初笑いは、
１４０名で満席

名南健康友の会秋の行楽は、
「三ケ日みかん狩り・本宮の湯」
（73名参加）

  数年ぶりに企画された
  中川健康友の会行楽・11月
「みかわ温泉・海遊亭」に32名参加

「協同基金積立は安心の貯金」と班会で
  みんなで協力（呼続・ひまわり班）

友の会役員と職員で地域を訪問し
協同基金協力を訴え

７月に、国保・介護保険料減免を
求めて南区役所と交渉

ニューヨークの街をパレードして
アピールする早川モモ医師

２０１０年原水禁世界大会（広島）に
青年職員５名で参加しました

６月平和行進に参加した名南会職員・友の会員

友の会班会は、地域の楽しい交流、
仲間づくり、友の会の活動拠点づくり。
新しい班が５つ誕生しました。

平和、くらしを守るとりくみ
　～みんなで学んでみんなで行動～

2010年度、「１億円資金運動」に多くの
社員・友の会員の方にご協力をいただき、
8,600万円の資金が集まりました。
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楽しい友の会全体企画、地域での行事などでは、
職員、共同組織相互の親睦が深められました。
また、地域との結びつきが強まり、地域の仲間
づくりの輪がひろがり、まちづくりにも生かされ
ました。１年間で982名の友の会員が増えました。

「地域の健康づくり」の運動は事業所と共同組織が一体となって
  すすめる最も重要なとりくみ。「１万人の大腸がん検診運動」
「１千人の乳がん検診運動」のとりくみも、大きく前進しました。
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